
＊＊＊ 今 日 の 健 康（８月）＊＊＊ 
＜国内外・渡航時 狂犬病の危険性  (その１)＞ 

 

下線部は CTRL 押しながらクリックしてください。 

＜狂犬病に対する認識の低下＞ 

飼い犬に狂犬病ワクチン接種は行うべきであると、専門家は日本でのワクチン接種率の低さを挙

げ、「日本は常に（狂犬病）侵入の脅威にさらされている」と警鐘を鳴らしています。 

厚生労働省(狂犬病に関する Q&Aについて)によると、狂犬病は人を含むすべての哺乳類が感染し、

人であれば、感染後にワクチンを接種することで発症を防げますが、発症してしまうと治療法はな

く、けいれんや呼吸困難、まひなどを引き起こしてほぼ 100％死に至ります。かまれるだけではなく、

傷口をなめられるだけでも感染します。 

 

日本では 1950年に「狂犬病予防法」が制定され、飼い犬の登録と 

狂犬病予防注射が義務化され、違反した場合、20万円以下の罰金が科さ

れますが、近年は犬の狂犬病の予防接種率の低迷が続いており、 

厚生労働省によると 2014年度、全国の市区町村に届け出のあった飼い

犬 662万匹のうち、予防接種を受けたのは 474万匹で、接種率は 71.6％。

1993年ごろまでは 99％以上で推移していましたが、1996年に 90％を下

回り、以降急激に低下し接種率が低下しました。朝日新聞デジタルによ

ると、登録していない犬も多いとみられ、実際は 4割程度しか予防接種

を受けていないとの推計もあります。 

 

日本で人が発症した狂犬病は 1956年を最後に半世紀以上発症例がなく、動物では 1957 年の猫が

最後で、過去の病気と判断され狂犬病への関心の低下に加え、小型犬を室内で飼う人が増え外に出

さないからと、予防接種率の低下につながっていると思われます。 

 

隣の台湾では半世紀ぶりの感染も確認されています。日本と同様 50年以上狂犬病が発生していな

かった台湾では、2013年に野生動物の間で狂犬病の流行が確認されました。2014年 7月 7日までに、

台湾国内の広大な地域にわたってイタチアナグマ 389 頭のほか、ジャコウネズミ 1頭、犬 1頭に狂

犬病の発生が確認され、ウイルスの遺伝子情報から、何十年も前から台湾の野生動物の間で流行が

あったことが示唆されました。このことから日本でも厚労省が国内の野生動物の調査を行い、感染

例は確認されませんでしたが、国内での感染の危険が消えたわけではありません。 

 

 

（次号は輸入感染症、海外渡航について） 
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http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/07.html
http://www.forth.go.jp/moreinfo/topics/2014/08211132.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/02.html
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/rabies/pdf/140731_rabies_taiwan_map.pdf
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/dl/140826-01.pdf
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20160223-00000095-san-soci.view-000


＊＊＊ 今 日 の 健 康（９月）＊＊＊ 
＜国内外・渡航時 狂犬病の危険性  (その２)＞ 

 

下線部は CTRL 押しながらクリックしてください。 

＜輸入感染症として海外から国内に＞ 

 野生動物の狂犬病感染がたびたび確認されているロシアでは犬を「船の守り神」とあがめる習

慣があり、北陸地方などではロシア漁船が犬を乗せて寄港するケースが後を絶たず、密輸対策で厚

生労働省はロシア船などからの不法上陸犬対策などを行い、水際での狂犬病対策に努めています。

しかしながら狂犬病に感染した動物の国内の侵入は、いつ起きてもおかしくない状況で犬、猫、き

つね、あらいぐまなどは輸入にあたって検閲が行われています。ただハムスターなどの小動物は届

け出だけで済むので、別の対策も必要とされています。極めて稀ですが 2002年にボリビアで、ペル

ー産のペット用ハムスターが狂犬病を発症した事例があります。仮に野生動物を通じて国内にウイ

ルスが入り込んだとしても、人と接触する可能性が高い飼い犬への感染を防げれば、人が罹患する

リスクは大幅に減らせるだけに、予防接種率の向上が大きな課題になっています。 

 

＜海外渡航としての狂犬病＞ 

 狂犬病は国内では半世紀以上発症が確認されず、撲滅されたとの認識が広まっていますが、世界

的にみると、いまだ多くの国（特に東南アジア、中南米、アフリカなど）でヒトの狂犬病の発

生が見られており依然として現在進行形の感染症であり、常に感染リスクにさらされています。

2004年の WHOの報告によると、世界での年間死亡者数の推計は 55,000人（うちアジア地域 31,000

人、アフリカ地域 24,000 人）、曝露後予防を受けている人口は年間 1,000 万人とされています。 

 

狂犬病の発生がない国は、わが国を含めて少なく、厚生労働大臣が指定する狂犬病清浄地域

は、ノルウェー、スウェーデン、アイスランド、英国、アイルランド、オーストラリア、ニュ

ージーランド、台湾、グアム、ハワイ諸島、フィジー諸島となっています。 

 

2011 年の厚生労働省健康局結核感染症課によると、2008 年 11 月に、それまで狂犬病の発生

がないとされていたインドネシアのバリ島で犬に狂犬病が発生し、発病した犬にかまれた住民

が狂犬病で死亡しており、バリ島での狂犬病流行は継続していること、2011 年 7 月現在も死亡

者が確認されていることから注意喚起がなされています。 

 

狂犬病のウイルスはイヌ、ネコのほかコウモリ、アライグマなどにも多く、これらの動物に

咬まれたり、引っ掻かれたりした場合に感染します。2010 年 2 月のニューヨーク市保健精神衛

生局の発表によると、米国ニューヨークのセントラルパークでアライグマの狂犬病が確認され

ており、狂犬病ワクチンをアライグマに接種することで、他の野生動物に広がって人が感染す

るリスクを減らそうとしているようです。このような国へ渡航する際には、その国での生活様

式などを考慮し、予防接種の適応を決定します。 
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http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/rabies/
http://idsc.nih.go.jp/iasr/26/306/dj3067.html
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